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軸圧外力による手指 PIP 関節内骨折の固定肢位について

○立木 北斗 深澤 晃盛 山本 章輔 堀井 聖哉　野島 良子（北多摩支部 野島整骨院）

【初めに】近位指節間関節（以下 PIP 関節）内骨折は様々

な外力によって発生し軸圧損傷では関節面を多く含む PIP
関節内骨折（以下本骨折）が多い。

また軸圧損傷に対しての外固定では関節面への除圧が求め

られ、PIP 関節伸展０° 位から軽度屈曲位が推奨されてい

る屈曲位拘縮を予防する目的の報告が多く骨折部の影響力

などに関しての報告は少ない。今回我々は、伸展 0° 位で

の初期固定後に再転位を来した中節骨基部粉砕骨折 1 例

と、同肢位で初期固定を行い良好な骨癒合が得られた基節

骨骨頭骨折 1 例の固定状況を比較検討し、文献的考察を交

え本骨折に対する伸展 0° 位固定の有用性を報告する。

【症例 1】40 歳女性、自転車走行中に対向車のサイドミラー

が右手第 5 指に衝突し、受傷直後に来院した。中節骨基部

から骨幹部に圧痛を認め、患指は回内、内転変形を呈して

いた。中節骨基部粉砕骨折を疑い近医へ精査を依頼し中節

骨基部粉砕骨折と診断を受けた。徒手整復後 PIP 関節伸展

0° 位で単指固定と手関節含めたセーフティーポジション

で初期固定をした。受傷１週後の精査で PIP 関節は固定下

で過伸展位を呈し再転位を認めた。（図１）

【症例 2】19 歳女性、バスケットで左手第 5 指を突き指し

受傷直後に来院した。PIP 関節は屈曲 30° より自動運動は

ほぼ不能で患指は回外・外転変形を呈していた。また基節

骨頭に圧痛を認めた為基節骨骨頭骨折を疑い近医へ精査を

依頼し基節骨骨頭骨折と診断を受けた。X 線側面像で基節

骨骨頭尺側部が屈曲転位、正面像で骨頭から頸部にかけて

逆Ｔ字状の骨折型を呈していた。（図１）徒手整復後に症

例 1 同様の伸展 0° 位での外固定を施行した。

 
図１　症例１・２整復前・後　X 線結果　　　

【結果】症例１は受傷２０週で筋力低下を認めるが ADL に

支障無い ROM を獲得した。症例２は再転位無く受傷７週

で骨癒合を認め ROM も健側比無く治癒とした。（図２）

 

図２　左図症例１経過　右図症例２経過

【考察】風間らは示指 PIP 関節の肢位による基節骨頭と中

節骨基部の接触面積に関して、伸展 0° 位が PIP 関節内の

接触面積が最も少ないと報告している事から、同肢位が接

触圧に関しても最小となる事が考えられる。初期固定後に

再転位した症例 1 では受傷から 1 週後の X 線側面像にて

PIP 関節は過伸展位となり、中節骨基部は V 字状に再転位

（①中節骨基部背側骨片は基節骨頭との接触圧が高くなり

背側へ押し上げられる②掌側骨片は浅指屈筋腱に牽引され

る）したと考えられる（図 3）また背景には健側指がスワ

ンネック変形を呈す事から患指も固定作成時に過伸展位に

なっていた事が考えられた。症例 2 では伸展 0° 位が維持

できた事で基節骨骨頭への接触圧が減少し再転位を来さず

整復位の維持が出来たと考える。

図３　症例１再転位時 X 線

【結語】本骨折に対する伸展０° 位固定は関節拘縮を予防

する他、関節面の接触圧が減少する一面からも軸圧損傷に

は有用な固定肢位といえる。
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